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死者 重傷 軽傷
全壊

(流出分含）
半壊 一部損壊 床上浸水 床下浸水

新潟県計 15 2 1 70 5,354 94 2,178 6,117

人的被害（人） 家屋被害（棟）

区分

加
茂

川

太
田

川

黒
川

島
崎

川

信
濃
川

西
川

中
ノ

口
川

渋
海

川

大
河

津
分

水
路

三条（気） 208mm
●

見附（国）

308mm
●

●
与板（県）

344mm

●大谷ダム（県）
　　450mm

栃尾（気）
422mm ●

●浅草岳（県）
　　337mm

●小千谷（国）56mm

200mm
200mm

300mm

300mm

300mm

300mm

200mm

200mm

100mm

100mm

日
本
海

五十 嵐 川

刈
谷

田
川

笠堀ダム（県）473mm
●

●前山（県）412mm
●刈谷田川ダム（県）426mm

●守門岳（気）
360mm

福
島
県

400mm
400mm

中之島町

三条市

長岡市

加
茂

川

太
田

川

黒
川

島
崎

川

信
濃
川

西
川

中
ノ

口
川

渋
海

川

大
河

津
分

水
路

三条（気） 208mm
●

見附（国）

308mm
●

●
与板（県）

344mm

●大谷ダム（県）
　　450mm

栃尾（気）
422mm ●

●浅草岳（県）
　　337mm

●小千谷（国）56mm

200mm
200mm

300mm

300mm

300mm

300mm

200mm

200mm

100mm

100mm

日
本
海

五十 嵐 川

刈
谷

田
川

笠堀ダム（県）473mm
●

●前山（県）412mm
●刈谷田川ダム（県）426mm

●守門岳（気）
360mm

福
島
県

400mm
400mm

加
茂

川

太
田

川

黒
川

島
崎

川

信
濃
川

西
川

中
ノ

口
川

渋
海

川

大
河

津
分

水
路

三条（気） 208mm
●

見附（国）

308mm
●

●
与板（県）

344mm

●大谷ダム（県）
　　450mm

栃尾（気）
422mm ●

●浅草岳（県）
　　337mm

●小千谷（国）56mm

200mm
200mm

300mm

300mm

300mm

300mm

200mm

200mm

100mm

100mm

日
本
海

五十 嵐 川

刈
谷

田
川

笠堀ダム（県）473mm
●

●前山（県）412mm
●刈谷田川ダム（県）426mm

●守門岳（気）
360mm

福
島
県

400mm
400mm

加
茂

川

太
田

川

黒
川

島
崎

川

信
濃
川

西
川

中
ノ

口
川

渋
海

川

大
河

津
分

水
路

三条（気） 208mm
●

見附（国）

308mm
●

●
与板（県）

344mm

●大谷ダム（県）
　　450mm

栃尾（気）
422mm ●

●浅草岳（県）
　　337mm

●小千谷（国）56mm

200mm
200mm

300mm

300mm

300mm

300mm

200mm

200mm

100mm

100mm

日
本
海

五十 嵐 川

刈
谷

田
川

笠堀ダム（県）473mm
●

●前山（県）412mm
●刈谷田川ダム（県）426mm

●守門岳（気）
360mm

福
島
県

400mm
400mm

中之島町

三条市

長岡市

平成１６年７月１２日の夜、日本海から新潟
県に延びる梅雨前線の活動が活発化し、強い雨
雲が中越地方に流れ込んだため、１３日の夕方
にかけて激しい雨が降り続き、栃尾市（現長岡
市）で２４時間雨量４００㍉を超えたほか、三
条、長岡地域でも未曾有の降水量を観測した。

○被害の特徴

・栃尾市では、40㍉を超える雨が
6時間続いた。

・栃尾市での1日の降水量は、7月
の平均降水量の2ヵ月分であった。

・五十嵐川、刈谷田川など6河川
11箇所で破堤。

五十嵐川
（三条市諏訪）

刈谷田川
（旧中之島町）

○概要

平成16年7月新潟・福島豪雨（7.13水害）

○一般被害

80 80 5,657 82 1,882 6,197

H17.3.23 県災害対策本部調べ
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平成16年7月豪雨後に実施した対策

3

用
地
買
収
区
域

嵐川橋

H17.7撮影

嵐川橋

平成16年7月豪雨後に実施した対策＜五十嵐川＞
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H22.12撮影長
岡
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見附中之島線破堤×

H16.7撮影
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H22.12撮影

平成16年7月豪雨後に実施した対策＜刈谷田川＞
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平成16年7月豪雨後に実施した対策＜信濃川＞
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H16.7豪雨 H23.7豪雨

累加雨量 489mm 985mm

時間最大雨量 73mm 83mm
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●：笠堀ダム観測所(三条市）

平成16年7月豪雨

●：笠堀ダム観測所(三条市）

平成23年7月豪雨

平成23年7月新潟・福島豪雨

2,693箇所1,984箇所公共土木施設被害箇所

被害区分 H16.7豪雨 H23.7豪雨

人的被害 死 者 15人 4人

行方不明者 ー 1人

重 傷 2人 2人

軽 傷 80人 11人

住家被害 全 壊 71棟 41棟

半 壊 5,657棟 805棟

一 部 損 壊 82棟 32棟

床 上 浸 水 1,882棟 1,004棟

床 下 浸 水 6,197棟 7,624棟

非住家
被害

公 共 施 設

そ の 他

7,189棟 5,825棟

公共土木施設被害額 約570億円 約490億円

■ 被害状況(H24.7.25時点)

■ 雨量の比較(笠掘ダム地点)

■等雨量線図の比較（累加雨量）
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一級河川阿賀野川水系

阿賀野川（阿賀町）
一級河川信濃川水系

塩谷川（長岡市、見附市）

一級河川信濃川水系

羽根川（十日町市）

一級河川信濃川水系

田川（十日町市）
一級河川信濃川水系

晒川（十日町市）

平成23年7月新潟・福島豪雨

8

塩俵橋付近

信濃川との分派点付近

平成23年7月新潟・福島豪雨

【 中ノ口川 】【 信濃川 】

小須戸橋付近

加茂川合流点付近

中ノ口川
信濃川
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三条市三竹地内

平成23年7月新潟・福島豪雨

【 五十嵐川 】 【 刈谷田川 】

破堤×
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平成23年7月豪雨における事業効果

平成23年7月豪雨は、平成16年7月豪雨を超える規模
の豪雨であったが、対策済みの箇所では、住家被害・人
的被害ともに大幅に軽減された。

累加雨量
（笠掘ダム地点）

住家被害※ 人的被害※

※五十嵐川流域、刈谷田川流域の数値。人的被害は、死者・行方不明者数を集計。全て新潟県調べ。
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約2倍 約9割減
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